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粘土混じ
り細砂
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砂礫
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堤体盛土
礫混じりシルト主体である
シルトは粘性中位、含水やや多い
上部0.8m付近まで軟質で、上部は
植物根やゴミが混在する
礫はφ10～30mm程度の円、亜円
礫である
1.6～1.7mに砕石混在する

旧表土
粘性,含水中位なシルトである
粘性やや大きく、含水は中位～や
や多い
ロームの二次堆積土と思われる

粘土多く混じる細砂で含水多い

礫はφ10～40mm程度の円、亜円
礫を主体とする
上部、4.5m付近までやや粘土の混
入が多い
4.5～5.0m間は暗褐色を呈し、水気
が多い
所々、φ100mm前後の玉石を点在
する
5.85～5.95m間に砂を挟む
8.9～9.25m間は砂の混入が多い
10.5～10.6m間に粘土を挟む
孔壁の自立性は低く、若干掘削水
の逸水を伴う

粒径不均一で若干シルト混じりで
ある
堆積状態はややルーズである

粘性小さく、含水少ない
少量，腐植物が混じる
下部に従い、やや砂質を帯びる
12.1～12.25m間に暗青灰色の細砂
を挟む
全体に固結度は高い

粘性小さく、含水少ない
微細砂多く混じる
16.35～16.45m間に細砂挟む
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粘性小さく、含水少ない
微細砂多く混じる
16.35～16.45m間に細砂挟む

少量シルト混じる
密実である

砂の粒径は不均一
φ5mm程度の円礫が混じる
密実である

粘土多量に混じる
φ2～3mm程度の浮石混入する

粘性中位～小さい、含水少ない
凝灰質を呈し、やや固結している
下部に従い軟質となる

礫はφ10～30mm程度の円、亜円
礫を主体とする
礫間は多量の粘土と粗砂で密に充
填されている
局部的に粘土の多いところもみら
れるが締まっている
玉石の混入は比較的少なく、
φ100mm前後のものが点在する程
度である
掘削水の逸水は少なく、孔壁の自
立性は高い
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